
町
の
職
員
数
や
給
与
の
状
況
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ
し
ま
す

●職員の勤務時間などの状況⬇

●職員の任免及び職員数に関する状況（平成29年４月１日から平成30年３月31日）⬇
（１）職員の競争試験の状況

　一般行政職、幼稚園教諭の採用試験を実施しました。
（２）職員の採用の状況

　一般行政職の職員として９人（男８人、女１人）を、
幼稚園教諭として２人（女２人）を平成29年４月１
日付で採用しました。

（３）職員の退職の状況

（１）勤務時間
　職員の基本的な勤務時間

※勤務場所により時間が異なります。

（２）職員が取得できる休暇など
　職員が取得できる休暇は、有給の年次有給休暇、療養休
暇、特別休暇（結婚・出産・忌引など）と無給の介護休暇、
育児休業などがあります。なお、平成29年度における年
次有給休暇の取得状況については、右記の通りです。

●職員手当の支給状況（企業会計職員除く） （平成29年度決算）

※支給者数は平成29年４月１日現在の人数です。　※期末・勤勉手当は民間でのボーナスのことです。

扶養手当
地域手当
住居手当
通勤手当

管理職手当
時間外勤務手当

期末・勤勉手当（年間4.4月分）

手当名 支給者数
51人

170人
73人

142人
52人

118人
170人

退職事由
定年退職
勧奨退職
普通退職
死亡退職
合　計

人数
4人
1人
1人
0人
6人

支給実績
14,307千円
18,319千円
7,116千円

11,360千円
35,814千円
29,551千円

225,220千円

１人当たりの平均支給年額
280,545円
107,761円
97,491円
80,006円

688,747円
250,436円

1,324,828円

●特別職の報酬などの状況 （平成30年４月１日現在）

（平成30年４月１日現在）

町　長
副町長
教育長

区　分 期末手当（29年度支給割合）
4.35月分
4.35月分
4.35月分

給料・報酬月額
920,000円
760,000円
705,000円

議　長
副議長
議　員

区　分 期末手当（29年度支給割合）
4.35月分
4.35月分
4.35月分

給料・報酬月額
405,000円
310,000円
285,000円

●一般行政職の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （平成30年４月１日現在）

（注） 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は採用後の年数をいい、採用前に民間経
歴などのある場合は、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数をいいます。

大学卒
高校卒

区　　分 経験年数10年
258,100円
225,500円

経験年数15年
293,700円
264,900円

経験年数20年
323,700円
300,100円

項　　目
職員の勤務時間

内　　　　　容
８：30～17：15（１日７時間45分、１週間当り38時間45分）

12：00～13：00（60分）

※職員数の中に教育長並びに教育職給料表適用者（5人）
及び技能労務職給料表適用者（15人）は含みません。

（４）行政職の級別職員数の状況（平成29年４月１日現在）

（平成29年度中の退職者数）

区　分
1級
2級
3級
4級
5級
6級
7級

標準的な職務内容
主　事
主　事
主　査

リーダー補佐・主任
リーダー
統　括
理　事

職員数 構成比
41人
22人
30人
16人
27人
15人
6人

157人

26.1%
14.0%
19.1%
10.2%
17.2％

9.6%
3.8%

100%計

休憩時間

年度付与日数
前年度からの繰越日数

平均取得日数

最高20日
最高20日

10日

●職員の給与の状況

（注） 一般行政職とは、技能労務職、企業職、税務職、教育職などを除いた職員です。
「平均給料月額」とは、職員の基本給の平均です。
「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住
居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものです。

●一般行政職の初任給の状況

区　分

大学卒
高校卒

185,800円
156,800円

初任給
播磨町

197,200円
167,200円

2年後の給料

●職員の平均給料月額と平均年齢の状況

（注） １．職員手当には退職手当を含みません。
２．職員数は、平成29年４月１日現在の人数です。

●職員給与費の状況（普通会計決算）

職員数
Ａ

１人当たり
の給与費
（B／A）

157人 116,700千円559,439千円 215,862千円 892,001千円 5,682千円

給与費
給　料 期末勤勉手当職員手当 計B

（平成29年度）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬なども含みます。

●人件費の状況（普通会計決算）
住民基本台帳

人口
（29年度末）

（参考）
28年度の
人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）人件費Ｂ歳出額Ａ 実質収支

34,548人 690,802千円11,395,625千円 1,436,616千円 12.6％ 13.7％

（平成29年度）

区　分
一般行政職
技能労務職

平均年齢
38.3歳
53.6歳

平均給料月額
292,369円
333,860円

平均給与月額
362,529円
368,154円

⬇

（平成30年４月１日現在）

（平成30年４月１日現在）

　職員数や給与の状況を住民の皆さんに
お知らせし、より一層人事行政の公平性
と透明性を高めていきます。なお、この
ページでは平成29年度の内容を中心にお
知らせします。
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ず
か
５
０
０
㍍
の
位
置
に
所
在
す
る
釜

石
東
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
自
主
的
に

指
定
避
難
場
所
ま
で
避
難
し
た
。
隣
接

す
る
鵜
住
居
小
学
校
の
児
童
も
、
日
ご

ろ
か
ら
中
学
生
と
一
緒
に
避
難
す
る
訓

練
を
重
ね
て
お
り
、
中
学
生
の
後
に
続

い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
避
難
し
た
指
定
避
難
場

所
で
が
け
崩
れ
が
発
生
し
て
お
り
、
生

徒
や
先
生
の
自
主
的
な
判
断
で
、
さ
ら

に
高
台
の
介
護
福
祉
施
設
へ
避
難
し
た

も
の
の
、「
津
波
が
来
た
ぞ
、
逃
げ

ろ
！
」
と
い
う
大
人
の
叫
び
声
を
聞
き
、

さ
ら
に
高
台
に
あ
る
国
道
へ
避
難
し
た
。

　
最
初
に
避
難
し
た
指
定
避
難
場
所
は
、

津
波
に
の
ま
れ
て
お
り
、
防
災
教
育
で

培
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
判
断

が
命
を
救
っ
た
。
こ
の
事
例
が
「
釜
石

の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

要
援
護
者
の
救
助
体
制
の
構
築

　
要
援
護
者
の
救
助
体
制
の
構
築
の
た
め

に
、
ま
ず
は
、
要
援
護
者
の
名
簿
の
作
成

か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
町
内
会
で
敬
老
会
を
行
い
、
70
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

方
々
の
回
答
を
も
っ
て
名
簿
の
作
成
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
の
付
き

合
い
を
行
う
た
め
に
、
定
期
的
な
敬
老
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
町
内
会
の
区
域
を
12
班
に
細

分
化
し
、
各
班
の
代
表
者
は
自
分
の
班
の

要
援
護
者
を
車
で
助
け
る
、
15
分
で
助
け

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
要
援
護
者
を

見
捨
て
て
逃
げ
る
。
代
表
者
で
も
要
援
護

者
で
も
な
い
一
般
の
方
は
救
助
な
ど
は
せ

ず
に
徒
歩
で
逃
げ
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
定

め
ま
し
た
。

　
助
け
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
れ
ば
、
助
け

に
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
救
助
に

あ
た
っ
た
方
が
命
を
落
と
し
た
な
ら
ば
何

の
た
め
の
救
助
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

要
援
護
者
や
そ
の
家
族
、
地
域
も
そ
の
鬼

の
心
を
共
有
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
と
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
学
ん
だ
教
訓

　
東
日
本
大
震
災
で
は
「
助
か
る
」
と
い

う
教
訓
、
助
か
る
と
い
う
こ
と
は
逃
げ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
認
識
し
、

あ
ら
た
め
て
助
か
る
た
め
に
は
ま
ず
逃
げ

る
こ
と
。

　
一
方
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、「
助

け
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
は
、
直
下
型
地
震
で
す
の
で
、
い

き
な
り
強
い
揺
れ
が
襲
っ
て
く
る
。
そ
の

た
め
に
自
ら
身
を
守
る
行
動
は
、
な
か
な

か
で
き
ず
、
逃
げ
る
時
間
が
な
い
。
結
果

的
に
は
、
家
財
や
住
宅
の
下
敷
き
に
な
っ

て
、
助
け
を
求
め
る
人
が
多
い
。
そ
の
後

は
、
助
か
る
人
が
、
助
け
る
役
割
に
結
果

的
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
が
東
日
本
大
震
災
と
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
違
い
で
す
。「
助
け
る
」
と
「
助

か
る
」。我
々
の
場
合
は
、
助
か
る
教
訓
。

そ
れ
は
逃
げ
る
こ
と
で
す
。
東
日
本
大
震

災
の
「
助
か
る
」
こ
と
が
自
助
な
ら
ば
、

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
「
助
け
る
」
と
い
う
共
助
に
な
り
ま

す
。
も
し
自
主
防
災
組
織
に
お
い
て
、
地

域
の
防
災
活
動
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
地

域
の
災
害
環
境
を
理
解
し
た
う
え
で
、「
助

か
る
」
こ
と
が
大
事
な
の
か
、「
助
け
る
」

こ
と
が
大
事
な
の
か
を
念
頭
に
お
き
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
助
言
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に

　
防
災
力
と
は
、「
意
識
力
」
で
あ
り
、

「
イ
メ
ー
ジ
力
」
で
あ
り
、
そ
し
て
「
備

え
力
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
意
識

力
」
と
は
、
災
害
と
向
き
合
う
姿
勢
。「
イ

メ
ー
ジ
力
」
と
は
、
災
害
を
想
定
し
た
対

策
の
こ
と
。「
備
え
力
」
と
は
、「
意
識

力
」
や
「
イ
メ
ー
ジ
力
」
を
総
合
し
た
日

頃
の
防
災
活
動
の
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
は
、
避
難
訓
練
や
避
難
弱
者
の
救

護
も
あ
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
形
の
〝
自
助
〞

〝
共
助
〞
の
活
動
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
み
ん
な
で
わ
か
り
あ
っ
て
も

ら
え
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
播
磨
町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

と
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

自
主
防
災
組
織
合
同
研
修
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
の
体
験

　
岩
手
県
釜
石
市
か
ら
参
り
ま
し
た
、
瀬

戸
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
町
は
、
東
日
本

大
震
災
の
大
津
波
で
壊
滅
し
ま
し
た
。

　
私
の
住
む
集
落
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の

地
形
の
特
徴
を
強
く
持
つ
こ
と
か
ら
、
津

波
の
常
襲
地
で
あ
り
、
記
録
に
あ
る
だ
け

で
も
４
回
ほ
ど
集
落
が
壊
滅
し
て
い
ま
す
。

　
集
落
が
壊
滅
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
床

上
浸
水
の
よ
う
な
中
途
半
端
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
町
内
の
発
展
、

先
人
や
先
祖
が
育
ん
で
き
た
文
化
や
風
土
、

そ
し
て
家
庭
の
だ
ん
ら
ん
、
そ
の
生
活
の

息
づ
か
い
ま
で
が
、
全
部
一
瞬
に
し
て
目

の
前
か
ら
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
我
々
の
先
人
も
体
験
し
た
で
あ
ろ
う
こ

と
を
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
体
験
し
、

阿
鼻
叫
喚
の
地
獄
と
は
、
こ
の
こ
と
か
と

思
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
死
ぬ
か
生
き
る
か
と
い
う
、「
二
者
択

一
」
に
迫
ら
れ
、「
自
分
の
命
は
、
自
分
で

守
れ
」
と
い
う
、
親
も
子
も
な
い〝
鬼
の

心
〞、〝
非
情
な
心
〞を
持
た
な
け
れ
ば
、

自
ら
の
命
の
保
証
は
な
い
と
い
う
、「
先
人

の
教
訓
」
で
あ
る〝
命
て
ん
で
ん
こ
〞の
地

獄
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
家
族
を

〝
置
き
去
り
〞に
す
る
と
か
、
ま
た
家
族
の

よ
う
に
仲
良
く
し
て
き
た
住
民
を
見
捨
て

る
と
か
、
鬼
の
心
、
非
情
な
心
を
持
た
な

け
れ
ば
、〝
生
き
残
れ
な
い
〞と
い
う
こ
と

で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
家
族
を〝
置
き
去
り
〞に
す

る
と
か
、
無
二
の
友
人
を
見
捨
て
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
そ

ん
な〝
鬼
〞の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
、

言
わ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
は
止
む
を

得
な
い
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
前
の
取
り
組
み

　
今
か
ら
24
年
前
の
平
成
７
年
１
月
17
日
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

あ
の
時
は
「
こ
の
世
に
、
こ
の
よ
う
な
災

害
が
起
こ
る
の
か
」
と
驚
き
、
テ
レ
ビ
に

く
ぎ
付
け
と
な
り
ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
以
降
、
全
国
的
に
自
主
防
災
組
織

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
、
我
々
も
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
時
は
町
内
会
で
防
災
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
で
十
分
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
０
年
を
過
ぎ
て
、
三
陸
地
方
で

も
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
事
前
の
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
感
じ
、
我
々
も
津
波
の
対

策
を
練
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
の
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
は
、

釜
石
市
内
で
も
後
発
で
し
た
が
、
町
内
会

の
防
災
活
動
を
、
そ
の
ま
ま
移
行
す
る
形

で
し
た
の
で
、
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
自
主
防
災
組
織
と
し
て
新
し
く

取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
改
め
て
地
域
の

災
害
環
境
を
周
知
さ
せ
、〝
命
〞を
ま
も
る

と
い
う
「
先
人
の
教
訓
」
の
啓
発
と
、
要

援
護
者
の
救
助
体
制
の
構
築
で
す
。

「
先
人
の
教
訓
」の
啓
発

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
災
害
か
ら

守
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
と
し
て
地
区

の
小
中
学
校
の
防
災
教
育
に
協
力
し
、「
災

害
の
時
に
は
避
難
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る

な
」
と
、
津
波
の
威
力
や
恐
ろ
し
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。「
釜
石
の

奇
跡
」、私
た
ち
は
そ
の
一
躍
を
担
い
ま
し

た
。

【
釜
石
の
奇
跡
と
は
】

　
釜
石
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
以
前

よ
り
市
内
の
学
校
の
防
災
教
育
に
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
海
か
ら
わ

東日本大震災と教訓
▶日時　12月15日　10：30～12：00
▶場所　中央公民館大ホール
▶講師　瀬戸 元（元 岩手県釜石市両石町自主防災組織代表）
▶問合せ　危機管理グループ☎０７９（４３５）０９９１

平成30年度播磨町自主防災組織合同研修会

あ

び
き
ょ
う
か
ん

▲講師の瀬戸元さん

町の職員数や給与の状況を
お知らせします

●職員の分限及び懲戒処分の状況⬇

●職員の福利厚生と利益の保護の状況⬇
●福利厚生制度

　地方公務員法の規定により、地方公共団体は職員の福祉の増進を図るための共済制度や福利厚生制度を実
施することが定められており、職員は下記の団体に加入しています。

　また、町の独自事業として、地方公務員法第42条の規定に基づき職員の保健、元気回復の施策として平成
29年度では職員定期健康診断、インフルエンザ予防接種、置き薬の設置、職員スポーツ交流会を実施しました。
●公務災害関係（労働災害に相当するもの）

　職員が、公務上、通勤途上の災害により、負傷などまたは死亡した場合は、地方公務員災害補償法に基づ
き、災害を受けた職員またはその遺族などに対する必要な補償などを、町に代わって地方公務員災害補償基
金が行います。町の職員については、「地方公務員災害補償基金兵庫県支部」が事務を行っています。
　平成29年度では、公務災害として認定された事案は１件ありました。
●利益の保護の状況
（１）勤務条件に関する措置の要求の状況

　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員
会に対して、町の当局により適当な措置をとられるべきことを
要求することができます。
　平成29年度では、措置要求はありませんでした。

（２）不利益処分に関する不服申立の状況
　職員は懲戒その他意に反する不利益な処分に関して、公平委
員会に対して不服の申し立てをすることができます。
　平成29年度では、不服申立はありませんでした。

項　　目
　公務能率の維持を目的として、本人の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす
処分のことをいい、免職、休職、降任、降給の４つの種類があります。
　平成29年度は、心身の故障のため長期の療養を要するとして16件の休職処分を行い
ました。
　公務員としてふさわしくない非行があった場合に、公務員関係の秩序を維持するため
に職員の道義的責任を追及して行う処分のことをいい、免職、停職、減給、戒告の４つ
の種類があります。
　平成29年度は、該当する事例がありませんでした。

内　　　容

分 限 処 分

懲 戒 処 分

●職員の研修及び人事評価の状況⬇
（１）職員研修
　　職員に対しては、事務能力の向上を目的とし、随時研修を実施しています。
　　　ア　派遣研修　のべ参加人数   135人　  のべ参加日数399日
　　　イ　内部研修　のべ参加人数1,082人　  のべ実施日数  55日
（２）人事評価

　職員が割り当てられた職務と責任を遂行した実績並びに執務に関連して
見られた職員の性格、能力及び適正を公正に評価し、人材育成と処遇への
反映を目的として人事評価を実施し、勤勉手当の支給に反映しています。

　平成29年度の実施状況は次の通りです。
実  施  時  期 対象者

全職員
全職員

平成29年10月（４月から９月までの状況）
平成30年４月（10月から３月までの状況）

加入制度
共済制度

互助会制度

一般職員
兵庫県市町村職員共済組合

兵庫県市町職員互助会
公立学校共済組合 兵庫県支部

兵庫県学校厚生会

用務員・調理員 幼稚園教諭

町ホームページでも公開しています。

▲職員研修

▲海のふれあい事業
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年 金年 金

材料（4個分）と作り方
ポテトフレーク………50ｇ
湯……………………200ml
片栗粉…………………30ｇ
白ごま……………  大さじ2

サラダ油（またはごま油）…大さじ1
　　しょうゆ……………大さじ1/2

◎　みりん………………大さじ1/2
　　砂糖…………… 小さじ1/2～1
　　水（または酒）………大さじ1

ず
か
５
０
０
㍍
の
位
置
に
所
在
す
る
釜

石
東
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
自
主
的
に

指
定
避
難
場
所
ま
で
避
難
し
た
。
隣
接

す
る
鵜
住
居
小
学
校
の
児
童
も
、
日
ご

ろ
か
ら
中
学
生
と
一
緒
に
避
難
す
る
訓

練
を
重
ね
て
お
り
、
中
学
生
の
後
に
続

い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
避
難
し
た
指
定
避
難
場

所
で
が
け
崩
れ
が
発
生
し
て
お
り
、
生

徒
や
先
生
の
自
主
的
な
判
断
で
、
さ
ら

に
高
台
の
介
護
福
祉
施
設
へ
避
難
し
た

も
の
の
、「
津
波
が
来
た
ぞ
、
逃
げ

ろ
！
」
と
い
う
大
人
の
叫
び
声
を
聞
き
、

さ
ら
に
高
台
に
あ
る
国
道
へ
避
難
し
た
。

　
最
初
に
避
難
し
た
指
定
避
難
場
所
は
、

津
波
に
の
ま
れ
て
お
り
、
防
災
教
育
で

培
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
判
断

が
命
を
救
っ
た
。
こ
の
事
例
が
「
釜
石

の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

要
援
護
者
の
救
助
体
制
の
構
築

　
要
援
護
者
の
救
助
体
制
の
構
築
の
た
め

に
、
ま
ず
は
、
要
援
護
者
の
名
簿
の
作
成

か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
町
内
会
で
敬
老
会
を
行
い
、
70
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

方
々
の
回
答
を
も
っ
て
名
簿
の
作
成
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
の
付
き

合
い
を
行
う
た
め
に
、
定
期
的
な
敬
老
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
町
内
会
の
区
域
を
12
班
に
細

分
化
し
、
各
班
の
代
表
者
は
自
分
の
班
の

要
援
護
者
を
車
で
助
け
る
、
15
分
で
助
け

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
要
援
護
者
を

見
捨
て
て
逃
げ
る
。
代
表
者
で
も
要
援
護

者
で
も
な
い
一
般
の
方
は
救
助
な
ど
は
せ

ず
に
徒
歩
で
逃
げ
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
定

め
ま
し
た
。

　
助
け
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
れ
ば
、
助
け

に
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
救
助
に

あ
た
っ
た
方
が
命
を
落
と
し
た
な
ら
ば
何

の
た
め
の
救
助
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

要
援
護
者
や
そ
の
家
族
、
地
域
も
そ
の
鬼

の
心
を
共
有
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
と
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
学
ん
だ
教
訓

　
東
日
本
大
震
災
で
は
「
助
か
る
」
と
い

う
教
訓
、
助
か
る
と
い
う
こ
と
は
逃
げ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
認
識
し
、

あ
ら
た
め
て
助
か
る
た
め
に
は
ま
ず
逃
げ

る
こ
と
。

　
一
方
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、「
助

け
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
は
、
直
下
型
地
震
で
す
の
で
、
い

き
な
り
強
い
揺
れ
が
襲
っ
て
く
る
。
そ
の

た
め
に
自
ら
身
を
守
る
行
動
は
、
な
か
な

か
で
き
ず
、
逃
げ
る
時
間
が
な
い
。
結
果

的
に
は
、
家
財
や
住
宅
の
下
敷
き
に
な
っ

て
、
助
け
を
求
め
る
人
が
多
い
。
そ
の
後

は
、
助
か
る
人
が
、
助
け
る
役
割
に
結
果

的
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
が
東
日
本
大
震
災
と
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
違
い
で
す
。「
助
け
る
」
と
「
助

か
る
」。我
々
の
場
合
は
、
助
か
る
教
訓
。

そ
れ
は
逃
げ
る
こ
と
で
す
。
東
日
本
大
震

災
の
「
助
か
る
」
こ
と
が
自
助
な
ら
ば
、

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
「
助
け
る
」
と
い
う
共
助
に
な
り
ま

す
。
も
し
自
主
防
災
組
織
に
お
い
て
、
地

域
の
防
災
活
動
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
地

域
の
災
害
環
境
を
理
解
し
た
う
え
で
、「
助

か
る
」
こ
と
が
大
事
な
の
か
、「
助
け
る
」

こ
と
が
大
事
な
の
か
を
念
頭
に
お
き
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
助
言
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に

　
防
災
力
と
は
、「
意
識
力
」
で
あ
り
、

「
イ
メ
ー
ジ
力
」
で
あ
り
、
そ
し
て
「
備

え
力
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
意
識

力
」
と
は
、
災
害
と
向
き
合
う
姿
勢
。「
イ

メ
ー
ジ
力
」
と
は
、
災
害
を
想
定
し
た
対

策
の
こ
と
。「
備
え
力
」
と
は
、「
意
識

力
」
や
「
イ
メ
ー
ジ
力
」
を
総
合
し
た
日

頃
の
防
災
活
動
の
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
は
、
避
難
訓
練
や
避
難
弱
者
の
救

護
も
あ
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
形
の
〝
自
助
〞

〝
共
助
〞
の
活
動
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
み
ん
な
で
わ
か
り
あ
っ
て
も

ら
え
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
播
磨
町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

と
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

自
主
防
災
組
織
合
同
研
修
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
の
体
験

　
岩
手
県
釜
石
市
か
ら
参
り
ま
し
た
、
瀬

戸
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
町
は
、
東
日
本

大
震
災
の
大
津
波
で
壊
滅
し
ま
し
た
。

　
私
の
住
む
集
落
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の

地
形
の
特
徴
を
強
く
持
つ
こ
と
か
ら
、
津

波
の
常
襲
地
で
あ
り
、
記
録
に
あ
る
だ
け

で
も
４
回
ほ
ど
集
落
が
壊
滅
し
て
い
ま
す
。

　
集
落
が
壊
滅
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
床

上
浸
水
の
よ
う
な
中
途
半
端
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
町
内
の
発
展
、

先
人
や
先
祖
が
育
ん
で
き
た
文
化
や
風
土
、

そ
し
て
家
庭
の
だ
ん
ら
ん
、
そ
の
生
活
の

息
づ
か
い
ま
で
が
、
全
部
一
瞬
に
し
て
目

の
前
か
ら
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
我
々
の
先
人
も
体
験
し
た
で
あ
ろ
う
こ

と
を
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
体
験
し
、

阿
鼻
叫
喚
の
地
獄
と
は
、
こ
の
こ
と
か
と

思
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
死
ぬ
か
生
き
る
か
と
い
う
、「
二
者
択

一
」
に
迫
ら
れ
、「
自
分
の
命
は
、
自
分
で

守
れ
」
と
い
う
、
親
も
子
も
な
い〝
鬼
の

心
〞、〝
非
情
な
心
〞を
持
た
な
け
れ
ば
、

自
ら
の
命
の
保
証
は
な
い
と
い
う
、「
先
人

の
教
訓
」
で
あ
る〝
命
て
ん
で
ん
こ
〞の
地

獄
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
家
族
を

〝
置
き
去
り
〞に
す
る
と
か
、
ま
た
家
族
の

よ
う
に
仲
良
く
し
て
き
た
住
民
を
見
捨
て

る
と
か
、
鬼
の
心
、
非
情
な
心
を
持
た
な

け
れ
ば
、〝
生
き
残
れ
な
い
〞と
い
う
こ
と

で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
家
族
を〝
置
き
去
り
〞に
す

る
と
か
、
無
二
の
友
人
を
見
捨
て
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
そ

ん
な〝
鬼
〞の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
、

言
わ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
は
止
む
を

得
な
い
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
前
の
取
り
組
み

　
今
か
ら
24
年
前
の
平
成
７
年
１
月
17
日
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

あ
の
時
は
「
こ
の
世
に
、
こ
の
よ
う
な
災

害
が
起
こ
る
の
か
」
と
驚
き
、
テ
レ
ビ
に

く
ぎ
付
け
と
な
り
ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
以
降
、
全
国
的
に
自
主
防
災
組
織

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
、
我
々
も
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
時
は
町
内
会
で
防
災
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
で
十
分
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
０
年
を
過
ぎ
て
、
三
陸
地
方
で

も
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
事
前
の
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
感
じ
、
我
々
も
津
波
の
対

策
を
練
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
の
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
は
、

釜
石
市
内
で
も
後
発
で
し
た
が
、
町
内
会

の
防
災
活
動
を
、
そ
の
ま
ま
移
行
す
る
形

で
し
た
の
で
、
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
自
主
防
災
組
織
と
し
て
新
し
く

取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
改
め
て
地
域
の

災
害
環
境
を
周
知
さ
せ
、〝
命
〞を
ま
も
る

と
い
う
「
先
人
の
教
訓
」
の
啓
発
と
、
要

援
護
者
の
救
助
体
制
の
構
築
で
す
。

「
先
人
の
教
訓
」の
啓
発

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
災
害
か
ら

守
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
と
し
て
地
区

の
小
中
学
校
の
防
災
教
育
に
協
力
し
、「
災

害
の
時
に
は
避
難
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る

な
」
と
、
津
波
の
威
力
や
恐
ろ
し
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。「
釜
石
の

奇
跡
」、私
た
ち
は
そ
の
一
躍
を
担
い
ま
し

た
。

【
釜
石
の
奇
跡
と
は
】

　
釜
石
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
以
前

よ
り
市
内
の
学
校
の
防
災
教
育
に
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
海
か
ら
わ

①ボウルにポテトフレークを入れ、湯を
少しずつ加えながら混ぜ合わせ、マッ
シュポテトを作る
②①に片栗粉、白ごまを加えて混ぜ合わ
せ、４等分に丸めて平らにする
※生地がパサついて丸めにくい場合は、
水を少し（分量外）加えて丸める

③フライパンにサラダ油入れて中火にかけ、②を並べ入れて両面焼き
色がつくまで焼く
④③のフライパンに◎を入れ、タレをからめて火を止める

マッシュポテト餅
　ポテトフレーク（マッシュポテトの素）を使った料理を紹介します。ポ
テトフレークは、長期保存でき、湯を入れて混ぜるだけで、簡単にマッシ
ュポテトが作れます。高齢者の食事や離乳食としても使え、備蓄品とし
ても、おすすめの食品です。

　石ケ池自治会自主防災
会では、石ケ池地区の障
がいのある人と地域の人
が、一緒に避難する訓練
を行いました。
　これは、日常の福祉サ
ービス利用計画を生かし

て、災害時の避難計画や必要な支援を「播磨町避難行動要
支援者避難支援計画（個別計画）」にまとめるために実施
しているものです。障がいのある人とその家族、相談支援
専門員や自主防災組織と地域の方々で、障がいの特性を理
解する研修をしたうえで、安全に避難するためにはどうし
たらよいかを話し合い、避難計画の作成を進めるために実
施した避難訓練です。（平成30年度兵庫県モデル事業）
　支援を必要としている人の家族からは「自分たちだけで
はどう逃げていいかわからなかったので、参加してよかっ
た」、地域の人からは「何回も訓練を行うことの大切さが
わかった」との声がありました。

▶問合せ　危機管理グループ☎079（435）0991
　　　　　福祉グループ　　☎079（435）2361

防災と福祉が連携した避難訓練を実施しました

産
前
産
後
期
間
の保

険
料
免
除

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
の
産
前
産
後
期
間
の
免
除

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
付
し

た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

▼
免
除
期
間

・
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月

間
・
多
胎
妊
娠
の
場
合
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間

▼
対
象
　
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月

１
日
以
降
の
人

▼
届
出
時
期
　
出
産
予
定
日
の
６

カ
月
前
か
ら

※

た
だ
し
、
届
け
出
が
で
き
る
の

は
平
成
31
年
４
月
か
ら
で
す
。

▼
必
要
書
類

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど

産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免
除
と

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

▼
問
合
せ
　
加
古
川
年
金
事
務
所
☎
０
７
９
（
４
２
７
）
４
７
４
０

　
　
　
　
　
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
５
８
１

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

③
母
子
健
康
手
帳
（
出
産
後
は
原

則
必
要
な
し
）

任
意
加
入
制
度

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

（
10
年
以
上
の
納
付
ま
た
は
免

除
）
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
や
、

満
額
受
給
で
き
な
い
場
合
に
年
金

額
を
増
や
す
た
め
に
、
60
歳
以
降

に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
た
だ
し
、
申
し
出
の
あ
っ
た
月

か
ら
の
加
入
と
な
り
ま
す
。

▼
任
意
加
入
で
き
る
人

次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
人

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

を
受
け
て
い
な
い
人

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
保
険
料

の
納
付
月
数
が
４
８
０
月
（
40

年
）
未
満
の
人

④
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
な

ど
に
加
入
し
て
い
な
い
人

・
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て

い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の

人
・
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
外
国
に

居
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ
人

※

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
は
、

60
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
加
入

の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

▼
納
付
方
法

口
座
振
替

※

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
外
国
に

居
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ
人
は
、

国
内
協
力
者
が
納
め
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

▼
必
要
書
類

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

③
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
と
お

届
け
印

　
災
害
時
に
備
え
て
普
段
か
ら
で

き
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
「
食

料
・
飲
料
の
備
蓄
」
が
あ
り
ま
す

が
、
普
段
食
べ
慣
れ
な
い
防
災
食

品
を
購
入
し
、
食
べ
な
い
ま
ま
期

限
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
特
別
な
非
常
食
を
購
入
し
な
く

て
も
、
日
頃
か
ら
長
期
保
存
可
能

な
食
品
（
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
、
イ

ン
ス
タ
ン
ト
麺
、
米
、
乾
物
、
常

温
保
存
で
き
る
野
菜
な
ど
）
や
水

な
ど
の
飲
料
を
買
い
置
き
し
て
お

け
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
の
非
常
食

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
普
段
の
食

卓
に
も
使
え
て
便
利
で
す
。

　
買
い
置
き
し
た
食
品
は
定
期
的

に
賞
味
期
限
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
日

頃
の
食
生
活
で
期
限
の
古
い
も
の

か
ら
利
用
し
、
な
く
な
れ
ば
買
い

足
し
を
繰
り
返
し
、
上
手
に
備
蓄

を
し
ま
し
ょ
う
。

非
常
食
に
も
な
る
食
料
を
備
蓄
し
よ
う

▼
問
合
せ
　
す
こ
や
か
環
境
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
６
１
１
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